
 114 

熊谷市史研究　第12号

（
平
成
三
一
年
一
月
～
令
和
元
年
一
二
月
）

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
専
門
部
会
　
報
告

Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

平
成
三
〇
年
度 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
日
時
　
平
成
三
一
年
三
月
二
七
日（
水
）

  

午
後
一
時
三
〇
分
開
会

　
場
所
　
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
　
第
二
講
座
室

【
概
要
】

○
議
　
事

（
報
告
事
項
）

　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

①
平
成
二
九
年
度 

第
二
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
つ
い
て

　
　
平
成
三
〇
年
三
月
二
八
日(

水)

に
開
催
し
た
前
回
の
当
委

員
会
の
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

②
平
成
三
〇
年
度 

熊
谷
市
史
編
集
会
議
に
つ
い
て

　
　
平
成
三
〇
年
八
月
二
〇
日(

月)

に
開
催
し
た
熊
谷
市
史
編

集
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

③
各
専
門
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
本
年
度
（
平
成
三
〇
年
度
。
以
下
、本
項
に
お
い
て
同
じ
。）、

に
お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、

部
会
長
が
当
委
員
会
の
委
員
で
、
か
つ
、
今
回
の
会
議
に
出

席
し
て
い
る
部
会
（
考
古
、
古
代
、
近
世
）
に
つ
い
て
は
当

該
部
会
長
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
部
会
（
中
世
、
近
代
、
現
代
、

仏
像
・
仏
画
、
中
世
石
造
物
担
当
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

④
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て
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本
年
度
、
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
た
古
文
書
調
査
、
新
聞
記

事
調
査
、
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
、
市
政
宅
配
講
座
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
。

⑤
東
善
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て

　
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
に
よ
る
代
・
東
善
寺
に
お
け
る
調
査

（
平
成
二
九
年
一
一
月
）
に
よ
り
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
、

快
慶
様よ
う

の
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
関
す
る
詳
細
調
査
（
東
京
国
立

博
物
館
へ
の
依
頼
に
よ
る
断
層
撮
影
及
び
快
慶
研
究
の
専
門

家
に
よ
る
調
査
）
等
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

　（
協
議
事
項
）

　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
た
。

①
『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書
　
仏
像
・
仏
画 

１
』
に
つ
い
て

　
　
平
成
三
一（
令
和
元
）
年
度
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
熊

谷
市
史
調
査
報
告
書
　
仏
像
・
仏
画 

１
』
に
つ
い
て
、
内
容
、

印
刷
及
び
製
本
等
の
概
要
（
案
）
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

し
た
後
、
こ
の
案
に
関
し
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
事
務
局
の
案
に
つ
い
て
特
に
異
論
等
は
な
く
、

当
該
案
の
と
お
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

令
和
元
年
度 

第
一
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
日
時
　
令
和
元
年
一
一
月
六
日
（
水
） 

午
後
二
時
開
会

　
場
所
　
熊
谷
市
立
商
工
会
館
　
二
階
三
号
室

【
概
要
】

○
委
嘱
状
交
付

　
　
新
任
期
の
初
回
の
会
議
に
当
た
り
、
新
た
に
委
嘱
し
た
当
委

員
会
委
員
（
以
下
「
新
委
員
」
と
い
う
。）〔
出
席
者
一
〇
名
〕

に
対
し
、
教
育
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
行
っ
た
。

　
　
な
お
、
新
委
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　
　
林
　
　
幸
子
　
　（
市
議
会
議
員
）

　
　
黒
澤
　
三
千
夫
　（
市
議
会
議
員
）

　
　
黛
　
　
千
羽
鶴
　（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
　
飯
塚
　
好
　
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
　
北
村
　
行
遠
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
　
栗
岡
　
眞
理
子
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
　
高
橋
　
信
之
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
　
宮
瀧
　
交
二
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
　
長
谷
美
　
成
次
　（
市
民
団
体
の
代
表
者
）［
欠
席
］

　
　
平
井
　
加
余
子
　（
市
民
団
体
の
代
表
者
）

　
　
岡
本
　
雅
子
　
　（
公
募
に
よ
る
市
民
）
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○
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
選
出

　
　
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
飯
塚
好
委
員
が
、
副
委
員
長
に
北

村
行
遠
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

○
議
　
事

　（
説
明
事
項
）

　
新
任
期
の
初
回
の
会
議
に
当
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

①
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
つ
い
て
（
所
掌
事
務
、
組
織
、
委

員
の
任
期
等
）

②
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
（
熊
谷
市
史
編
集
委
員
、
熊
谷
市

史
編
さ
ん
大
綱
、
各
専
門
部
会
等
）

　（
報
告
事
項
）

　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

①
各
専
門
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
本
年
度
（
令
和
元
年
度
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）、

に
お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、

部
会
長
等
が
当
委
員
会
の
委
員
で
、
か
つ
、
今
回
の
会
議
に
出

席
し
て
い
る
部
会
等
（
近
世
、
中
世
石
造
物
担
当
）
に
つ
い
て

は
当
該
部
会
長
等
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
部
会
（
中
世
、
仏
像
・

仏
画
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

　
※
　
近
代
及
び
現
代
の
各
専
門
部
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

こ
の
日
ま
で
の
時
点
に
お
い
て
は
活
動
実
績
な
し
。（
と
も
に
、

新
た
な
活
動
体
制
の
構
築
に
向
け
て
調
整
中
。）

②
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
ま
で
の
市
史
編
さ
ん
室
の
活
動
（
主
に
古
文
書
調
査
に

関
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

　（
審
議
事
項
）

　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
を
行
っ
た
。

①
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
（
諮
問
）

　
　
今
般
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会
か
ら
な
さ
れ
た
「
熊
谷
市
史
編

さ
ん
に
つ
い
て
（「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定
に
つ
い

て
）」
の
諮
問
に
関
し
、事
務
局
か
ら
、そ
の
内
容
（『
熊
谷
市
史
』

の
本
編
で
今
後
刊
行
を
予
定
す
る
巻
の
う
ち
、
近
世
に
係
る
資

料
編
（
３
～
５
）
の
刊
行
年
度
を
、
現
行
の
予
定
年
度
か
ら
一

年
度
ず
つ
次
年
度
に
移
行
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
年
次

計
画
の
一
部
変
更
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
　
審
議
の
結
果
、
諮
問
の
内
容
に
つ
い
て
異
議
等
は
な
く
、
着

実
な
熊
谷
市
史
の
刊
行
の
観
点
か
ら
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
諮
問
の
と
お
り
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
を
改
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
適
当
と
認
め
る
旨
の
答
申
を
行
う
こ
と
に
決
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し
た
。

（
文
責
　
大
野
　
幸
人
）

Ⅱ
　
専
門
部
会
活
動
報
告

一
　
中
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修

　
当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
四
年
度
に
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』
を
、
平
成
二
九
年
度
に
『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上

巻 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
、『
熊
谷
市
史
』
本
編
に
つ

い
て
は
、
そ
の
編
さ
ん
を
終
了
し
た
。
前
述
の
ほ
か
に
、
当
専
門

部
会
が
担
当
す
る
調
査
報
告
書
と
し
て
、『
中
世
の
石
造
物
』と『
直

実
・
実
盛
伝
説
』
の
刊
行
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の

活
動
を
行
っ
た
。

１
　
調
査
報
告
書
『
直
実
・
実
盛
伝
説
』

　
当
報
告
書
は
、
中
世
の
熊
谷
を
代
表
す
る
武
士
で
あ
る
熊
谷
直

実
と
斎
藤
実
盛
に
つ
い
て
、「
資
料
編
２
」
で
取
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
彼
ら
の
没
後
に
作
ら
れ
た
資
料
等
に
つ
い
て
幅

広
く
収
集
し
、
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

　令
和
元
年
度
関
係
者
会
議

（
令
和
元
年
六
月
一
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
部
会
長
ほ
か
関
係
者
が
集
ま
り
、
方
針
等
を
検
討
し
た
。

　
ま
ず
は
、
少
人
数
で
資
料
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
熊
谷
直

実
に
つ
い
て
は
、
部
会
長
と
熊
谷
図
書
館
大
井
主
幹
が
、
斎
藤
実

盛
に
つ
い
て
は
事
務
局
蛭
間
主
査
が
担
当
す
る
。
あ
る
程
度
資
料

が
把
握
で
き
た
段
階
で
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
調
整
す
る

こ
と
と
し
た
。
な
お
、
当
面
は
少
規
模
で
進
め
、
刊
行
が
近
づ
い

て
き
た
段
階
で
必
要
な
分
野
の
編
集
委
員
を
委
嘱
す
る
。

　
具
体
的
な
掲
載
資
料
と
そ
の
方
針
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

軍
記
物
語
は
、「
資
料
編
２
」
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
諸
本
を
収

録
す
る
。
寺
社
縁
起
は
で
き
る
だ
け
収
録
し
、「
法
然
伝
」
に
つ

い
て
は
「
資
料
編
２
」
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
諸
本
を
掲
載
す
る
。

地
誌
類
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
取
り
上
げ
る
。
そ
の
ほ
か
美
術
資

料
、
芸
能
資
料
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。

　２
　
調
査
報
告
書
『
中
世
の
石
造
物
』

　
当
報
告
書
は
、
す
で
に
そ
の
た
め
の
調
査
等
を
終
了
し
、
令
和
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二
年
度
の
刊
行
に
向
け
て
、
各
編
集
委
員
が
解
説
等
に
つ
い
て
執

筆
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
図
版
や
集
成
表

に
つ
い
て
も
、担
当
の
編
集
委
員
が
確
認
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
中
に
は
原
稿
を
揃
え
、
令
和
二
年
度
に
は
編
集
作
業

に
入
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
三
〇
年
度
第
三
回
　
中
世
石
造
物
担
当
者
会
議

（
平
成
三
一
年
三
月
一
二
日
　
市
立
熊
谷
図
書
館
第
二
講
座
室
）。

　
前
回
の
会
議
ま
で
の
審
議
事
項
を
踏
ま
え
、
図
版
、
集
録
表
等

の
再
確
認
を
行
っ
た
。
多
く
の
点
で
再
審
議
、
再
検
討
が
行
わ
れ

た
が
、
最
終
的
に
は
ほ
ぼ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
等
が
決
定
し
た
。
な
お
、

細
か
い
事
項
等
は
、
確
認
作
業
を
担
当
す
る
編
集
委
員
に
一
任
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
考
察
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
決
定
し
た
章
目
立
て
に

従
い
、
各
担
当
が
執
筆
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
中
に
、
各
編
集
委
員
に
よ
る
調
査
や
、
そ

の
分
野
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
等
が
行
わ
れ
た
。

二
　
近
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

　
近
世
専
門
部
会
で
は
、
平
成
三
一
年
（
令
和
元
年
）
の
主
な
活

動
と
し
て
、
平
成
三
〇
年
度
の
第
三
回
部
会
、
令
和
元
年
度
の
第

一
回
・
第
二
回
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
令
和
元
年
度
は
、

あ
と
一
～
二
回
ほ
ど
部
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
各
部
会
の
前
に
は
、
資
料
編
三
巻
の
巻
担
当
者
に

よ
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
二
月
一
四
日
、
五
月
二
七
日
、
七

月
八
日
、
八
月
二
八
日
、
一
一
月
二
七
日
の
計
五
回
で
あ
る
。

　
以
下
、
部
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

平
成
三
〇
年
度 

第
三
回
部
会
（
平
成
三
一
年
三
月
一
九
日
）

１
　
委
嘱
状
の
交
付
　
藤
井
明
広
氏
の
専
門
調
査
員
委
嘱

２
　
事
務
局
報
告
　
古
文
書
調
査
の
現
状
、
史
料
保
存
機
関
の
調

査
、
今
年
度
の
刊
行
物
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

３
　
資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告
　
妻
沼
地
域
（
細
野
委

員
）・
熊
谷
宿
（
石
山
委
員
）・
熊
谷
在
方
（
藤
井
委
員
）
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
資
料
編
（
妻
沼
地

域
）
編
纂
の
た
め
の
筆
耕
に
関
す
る
作
業
方
法
な
ど
と
と
も
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に
、
資
料
編
三
巻
の
具
体
的
な
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

し
た
。
な
お
、
史
料
の
筆
耕
に
際
し
て
、
表
記
方
法
の
統
一

基
準
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
ま
た
、
四
月
か
ら
再
開

す
る
埼
玉
県
立
文
書
館
で
の
調
査
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。

資
料
編
（
熊
谷
宿
）
に
つ
い
て
は
、
宿
そ
の
も
の
の
章
節
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
検
討
を
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

４
　
調
査
の
報
告
・
計
画
　
必
要
な
古
文
書
調
査
は
、
遠
隔
地
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

５
　
そ
の
他
　
事
務
局
か
ら
近
世
専
門
部
会
を
担
当
し
て
き
た
栗

原
健
一
嘱
託
職
員
が
三
月
末
を
も
っ
て
退
職
し
、
仲
泉
剛
嘱

託
職
員
が
後
任
と
な
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
令
和
元
年
度 

第
一
回
部
会
（
令
和
元
年
七
月
八
日
）

１
　
黙
祷
　
会
議
に
先
立
ち
、
六
月
二
三
日
に
逝
去
さ
れ
た
故
斉

藤
司
専
門
調
査
員
に
対
し
て
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

２
　
委
嘱
状
の
交
付
　
栗
原
健
一
氏
の
専
門
調
査
員
委
嘱

３
　
事
務
局
報
告
　
古
文
書
調
査
の
現
状
、
今
年
度
の
刊
行
物
な

ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
新
た
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
古
文
書
群

に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

４
　
刊
行
に
向
け
て
の
計
画
　
事
務
局
よ
り
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
更
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
近
世
編
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
一
年
度
ず
つ
先
送
り
に
し
た

い
と
の
提
案
で
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

５
　
資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告
　
妻
沼
地
域
（
細
野
委

員
）、熊
谷
宿（
石
山
委
員
）に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、

資
料
編
（
妻
沼
地
域
）
の
章
の
分
担
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
委

員
の
担
当
で
あ
っ
た
箇
所
（
第
一
章 

領
主
支
配
と
村
、
第

二
章 

村
の
負
担
と
運
営
）
を
新
任
の
栗
原
委
員
へ
お
願
い

し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
節
ご

と
に
史
料
写
真
を
挿
入
す
る
提
案
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。

６
　
調
査
の
報
告
・
計
画
　
事
務
局
か
ら
熊
谷
町
役
場
文
書
（
熊

谷
市
立
熊
谷
図
書
館
所
蔵
）
の
調
査
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
令
和
元
年
度 

第
二
回
部
会
（
令
和
元
年
一
〇
月
二
日
）

１
　
事
務
局
報
告
　
古
文
書
調
査
の
現
状
、
今
年
度
の
刊
行
物
な

ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
　
刊
行
に
向
け
て
の
計
画
　
事
務
局
か
ら
担
当
委
員
ご
と
の
筆

耕
作
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
筆
耕
に
際
し
て
、

史
料
表
題
の
付
け
方
な
ど
の
凡
例
を
ま
と
め
て
お
く
必
要
が
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あ
り
、
巻
担
当
者
の
打
ち
合
わ
せ
で
検
討
す
る
よ
う
に
と
の

要
請
が
な
さ
れ
た
。

３
　
資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告
　
妻
沼
地
域
（
細
野
委

員
）、
熊
谷
宿
（
石
山
委
員
）、
熊
谷
在
方
（
藤
井
委
員
）
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
吉
田
・
松
本
両
委

員
よ
り
資
料
編
（
妻
沼
地
域
）の
人
権
関
係
文
書
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。
長
島
家
文
書
な
ど
埼
玉
県
立
文
書
館
で
の

調
査
の
方
法
や
、
資
料
編
の
章
節
へ
の
入
れ
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

４
　
調
査
の
報
告
・
計
画
　
事
務
局
か
ら
鯨
井
勘
左
衛
門
家
文
書

（
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
保
管
）
な
ど
の
調
査
報
告
が
あ
り
、

今
年
度
内
に
安
中
宿
関
係
文
書
（
群
馬
県
安
中
市
）
を
調
査

予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

三
　
近
代
専
門
部
会

近
代
専
門
部
会
長
　
老
川
　
慶
喜

１
　『
資
料
編
８
』
の
執
筆
・
校
正

　
平
成
三
一
年
三
月
刊
行
の
『
熊
谷
市
史
　
資
料
編
８
　
近
代
・

現
代
３(

妻
沼
地
域
編)

』
の
執
筆
・
校
正
等
を
行
っ
た
。
な
お
、

近
代
専
門
部
会
は
「
第
一
部 

近
代
」(

三
五
～
五
五
四
頁)

を
担

当
し
た
。
各
執
筆
者
が
三
回
校
正
を
行
っ
た
。

　２
　
令
和
元
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

(

令
和
元
年
一
二
月
一
五
日
、
熊
谷
市
役
所
本
庁
舎)

　
初
め
に
、
村
田
安
穗
部
会
長
の
退
任
の
意
向
を
受
け
、
後
任
の

部
会
長
候
補
者
の
選
出
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
重
田
正

夫
委
員
か
ら
の
推
薦
、
全
出
席
委
員
の
賛
成
に
よ
り
、
老
川
慶
喜

委
員
が
選
出
さ
れ
た
。（
こ
の
後
、
令
和
二
年
三
月
の
熊
谷
市
教

育
委
員
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
正
式
に
同
委
員
に
部
会
長
を
委

嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。）

　
次
に
、『
資
料
編
６ 

熊
谷
地
域
編
上
』
及
び
『
資
料
編
７ 

熊
谷

地
域
編
下
』
の
刊
行
に
向
け
、
以
下
の
協
議
を
行
っ
た
。

①
刊
行
時
期
に
つ
い
て
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調
査
が
必
要
な
古
文
書
が
市
内
外
に
大
量
に
残
さ
れ
て
お
り
、

刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
今
後
、
現
代
専
門
部
会
の
意
向
も
確
認
し
、
事
務
局
と
話
し

合
い
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
回
会
議
に
お
い
て
関
連
史
料

の
調
査
状
況
を
把
握
し
、
調
査
の
進
め
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

②
『
資
料
編
６
』の
構
成
に
つ
い
て

　『
資
料
編
６
』の
掲
載
範
囲
を
明
治
元
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
八
月

の
太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

③
部
会
の
構
成
に
つ
い
て

　
新
た
な
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
候
補
者
数
名
の
推

薦
が
あ
り
、
次
回
会
議
ま
で
に
諾
否
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

四
　
現
代
専
門
部
会現

代
専
門
部
会
長
代
理
　
高
橋
　
信
之

　『
熊
谷
市
史
　
資
料
編
８
　
近
代
・
現
代
３(

妻
沼
地
域
編)

』

の
執
筆
・
校
正
等
を
行
っ
た
。
現
代
部
会
で
は
、「
第
２
部 

現
代
」

(

五
五
九
頁
～
八
一
七
頁)

を
担
当
し
、
平
成
三
一
年
三
月
の
刊

行
に
向
け
て
各
執
筆
者
が
三
回
校
正
し
た
。

　
こ
の
本
の
刊
行
に
は
十
年
余
の
年
月
を
か
け
て
き
た
が
、
平
成

二
五
年
一
二
月
に
は
、
部
会
発
足
当
初
か
ら
部
会
長
を
務
め
ら
れ

た
黒
須
茂
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
先
生
の
御
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

こ
の
た
び
資
料
編
８
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
執
筆
者
の
各
委
員
、
協
力
を
得
た
関
係
各
位
の
方
々
や

事
務
局
に
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
四
月
以
降
は
、
各
委
員
が
『
資
料
編
７ 

近
代
・
現
代
２ 

熊
谷

地
域
編
下
』
の
準
備
を
進
め
た
。
今
後
は
『
資
料
編
７
』
及
び
『
通

史
編
下
巻
』
の
刊
行
に
向
け
た
協
議
等
を
行
う
。

五
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

仏
像
調
査
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一

１
　
仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　
平
成
二
四
年
度
に
調
査
を
開
始
し
、
令
和
元
年
度
は
八
年
目
と

な
る
。
本
年
は
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
第
一
冊
目
の
調
査
報
告

書
の
対
象
と
な
る
北
部
地
域
に
お
い
て
、
調
査
が
未
実
施
で
あ
っ
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た
神
社
や
堂
庵
、
仏
像
所
蔵
の
個
人
宅
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
中

心
に
行
っ
た
。

　
調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し

た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で
三
〇
〇
点
弱
の

仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
年
間
の
累

計
で
は
、
二
五
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
調
査
前
の
各
寺
院
と
の
交
渉
は
坂
東
隆
秀
特
別
調
査
員

が
、
ま
た
、
調
査
後
の
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
の
整
理
は
西
口
由
子

専
門
調
査
員
が
行
っ
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
協
力
員
と
し
て
、
上
村
駿
介
氏
、
黒
崎
夏
央
氏
、

徳
泉
さ
ち
氏
、
行
方
敬
太
郎
氏
、
村
上
幸
奈
氏
、
村
田
光
樹
氏
を

委
嘱
し
た
。

　
令
和
元
年
（
平
成
三
一
年
）
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

１
　
妻
沼
宝
篋
堂
（
一
月
二
一
日
）

２
　
弥
藤
吾
新
田
公
民
館
（
一
月
二
一
日
）

３
　
秦
公
民
館
上
入
別
館
（
一
月
二
一
日
）

４
　
葛
和
田
個
人
宅
（
二
月
二
二
日
）

５
　
日
向
長
井
神
社
（
二
月
二
二
日
）

６
　
小
曽
根
観
音
堂
（
二
月
二
六
日
）

７
　
今
井
智
光
庵
（
二
月
二
六
日
）

８
　
今
井
浄
業
庵
（
二
月
二
六
日
、
三
月
一
九
日
）

９
　
小
曽
根
西
光
院
（
三
月
一
九
日
）

10
　
四
方
寺
個
人
宅
（
三
月
一
九
日
）

11
　
俵
瀬
伊
奈
利
神
社
（
四
月
二
一
日
）

12
　
下
奈
良
利
永
寺
（
五
月
二
〇
日
）

13
　
永
井
太
田
雷
電
神
社
（
五
月
二
〇
日
）

14
　
男
沼
神
明
神
社
（
五
月
二
〇
日
）

15
　
妻
沼
白
髪
神
社
（
五
月
二
〇
日
）

1(
　
永
井
太
田
北
間
集
会
所
（
五
月
二
〇
日
）

1（
　
上
奈
良
豊
布
都
神
社
（
五
月
二
〇
日
）

18
　
佐
谷
田
長
福
寺
（
六
月
二
四
日
、
七
月
三
一
日
）

19
　
石
原
真
宗
寺
（
七
月
三
一
日
）

20
　
佐
谷
田
永
福
寺
（
九
月
三
〇
日
）

21
　
永
井
太
田
個
人
持
不
動
堂
（
一
〇
月
一
五
日
）

22
　
代
個
人
持
薬
師
堂
（
一
〇
月
三
〇
日
）

23
　
妻
沼
聖
天
山
貴
惣
門
、
仁
王
門
（
一
〇
月
三
〇
日
）

24
　
上
中
条
川
北
神
社
（
一
一
月
一
八
日
）

25
　
平
戸
源
宗
寺
（
一
一
月
一
八
日
）
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２
　
調
査
報
告
書
『
仏
像
・
仏
画
１
』
の
編
集
作
業
等

　
平
成
三
〇
年
二
月
一
三
日
、
四
月
一
七
日
、
二
一
日
、
六
月

二
三
日
、
八
月
一
五
、一
〇
月
一
五
、一
二
月
二
三
日
の
七
日
間
に

わ
た
り
、
妻
沼
中
央
公
民
館
若
し
く
は
妻
沼
展
示
館
に
お
い
て
、

部
会
長
、原
口
雅
樹
専
門
調
査
員
、西
口
由
子
専
門
調
査
員
が
、『
調

査
報
告
書
仏
像
・
仏
画
１
』
の
編
集
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
上

記
三
人
の
編
集
委
員
が
、
報
告
書
の
執
筆
、
校
正
作
業
等
を
行
っ

た
。
坂
東
特
別
調
査
員
も
一
部
担
当
し
た
。

　
最
後
に
、
調
査
先
寺
社
、
自
治
会
関
係
者
、
調
査
協
力
者
等
の

の
多
大
な
る
御
協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


